京浜多摩和僑会PR協力

「東京金型産業未来塾フォーラム「広東省（東莞）金型専用工業団地」設立構想」
            ～日系自動車産業集積地の金型ビジネスチャンス～
                       講　師　肇英実業有限公司 董事長  川副　哲
【↓今月は、会場が＜港区六本木/政策研究大学院大学＞に変更になりました】

　昨年の世界同時金融危機から逸早く抜け出た中国は、自動車生産でも毎月100万台新車販売を続け09年は1200万台を達成すると予想されています。
 広東省は、ホンダ・ニッサン・トヨタ・いすゞ・日野自動車等の製造・販売の集積地となっています。この地域には日系企業の進出は1800社在留邦人14000人に及んでいます。
 　今回の講師である肇英の社長川副哲講師は、本社は香港（1989年創業）に置きながら深せんにある日系中小企業の”駆け込み寺”として有名な「日技城（テクノセンター）」の立上げメンバーの一人として1992年から関与されています。
　”金・物・人・情報”をもたない中小企業が、単独では中国進出が困難であるため、テクノセンターでは,ワーカの派遣・通関業務・事務代行等のサービスも提供するという実績があり、中小企業が本来の「ものづくりに専念」できる環境をバックアップしています。 現在、同センターには50社/従業員5000名の巨大工場団地化していますが、川副講師はこの団地でプラスチック金型や成形等の事業を営んでいます。
 †テクノセンター　http://www.technocentre.com.hk/
　 広東省の自動車・電気・精密機器ユーザから「金型専門団地」設立の要望が出ており、深せん「日技城（テクノセンター）」をモデルに、日系自動車ビッグ３が集積する 広州近くの「東莞」において設立構想を練っています。講演の内容は（１）金型工業団地構想の背景、（２）金型工業団地に期待する ユーザ像、（３）金型工業団地のコンセプト、（４）金型工業団地のハードと運営ソフト、（５）運営主体の肇英実業有限公司、（６）金型工業団地の展望等についてお話を伺い、参加した皆様と討論いたします。
★日　時　平成２１年１０月３０日（金）18時30分～20時30分
★会　場　東京都港区六本木7-22-1
　　　　　　電話番号　03-6439-6000
＜政策研究大学院大学＞　４階　４Ｂ会議室
　　　　　　　03-6439-6000
　　　・アクセス　http://www.grips.ac.jp/jp/docs/map.pdf
　　　　　　　　　　国立新美術館の隣の建物です。地下鉄六本木駅から徒歩７分
　　　　　　　　　　地下鉄乃木坂駅から徒歩５分駅に案内図があります。
             地図は　http://www.grips.ac.jp/jp/about/access.html
★申込はこちらへ・http://www.npo-admf.org/pdf/09.10.miraizyuku.pdf
             　　　　　・ info@npo-admf.org 　 氏名、所属、e-mail
★定　員　50名
★参加費　1000円　会員は無料（当日・入会即無料となり、お得です）
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